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ほのかに香る キンモ クセイに、季 節の移 ろいを実感し ていま す。  

現在会員登録数 3,911 人さま。次号は 11 月 22 日発行の予定 で す／  
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●「むかしの 紙芝居 を楽しもう！ 」を開 催します  

 大阪府立中 央図書 館  国際児童文学館 と の共催で、塩崎お とぎ 紙芝居博物館

（三邑会）の 紙芝居 師による街頭 紙芝居 の公演を行い ます。  

日  時： 11 月５日（土 ）  14： 00～ 15： 00 

場  所：大阪府立中 央 図書館  ２階  多目的 室  

定  員： 40 人（ 13： 30 から整理券配布）   参加費：無 料  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#04gaitokamishi

bai 

 

●  講 演 と 鼎 談 「 国 際 児 童 文 学 館 所 蔵 資 料 に み る 絵 本 史 に か が や く 名 著 た ち 」 

 大 阪 府 立 中 央 図 書 館  国 際 児 童 文 学 館 の 企 画 展 示 （ 当 財 団 協 力 ） に あ わ せ 、

絵本の歴史を たどり 、展示資料の すばら しさを伝える 講演会 を開催します 。  

講  師：宮川健郎（ 当 財団理事長） ＝講演 ・鼎談  

    遠藤  純（当 財団特別専門 員）、土 居安子（当財団総 括 専門員）＝鼎談  

日  時： 12 月 11 日（日）  14： 00～ 16： 00 

場  所：大阪府立中 央 図書館  ２階  多目的 室  

定  員： 60 人   参加 費：無料  

※参加申込受 付は 11 月 11 日（金）から  →  http://www.iiclo.or.jp/ 

 

●「第 39 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

応募締切： 10 月 31 日（月）  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#39boshu 

 

●「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要 」第 36 号の原稿募 集  

応募締切： 10 月 31 日（月）  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

 



●  寄付金を募集し て います  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Yuri's Talk 

***************************************************************** 

『マンガ化！ 世界文 学  耽美とヒ ロイン 』  萩尾望都 ・水野 英子・牧美也

子・美内すず え・坂 田靖子・文月 今日子 ・山岸凉子・ 佐藤史 生 /著  図書の

家（小西優里 ・卯月 もよ・岸田志 野）・ 山 田英生 /編  立東舎  2022年 9月  

対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

＊今回のゲス トは小 西優里（ Yuri）さんです。  

 

概要：女性マ ンガ家 による「名作 文学マ ンガ」 1970～ 80年代黄金期の傑作 を

集成した作品 集。目 次は以下のと おり。 萩尾望都×アンデルセ ン「白い鳥

になった少女 」、水 野英子×グリム「サン ドリヨン」、 牧美也 子×紫式部

「花陽炎  （源氏物 語 ）」、美内す ずえ×樋口一葉「たけ くらべ 」『ガラ

スの仮面』作 中劇よ り、坂田靖子×ペロー 「お妃と眠り 姫」、 文月今日子

×ルイ・エモ ン「白き 森の地に」、 山岸凉 子×グリム「 ラプンツ ェル・ラ

プンツェル」 、佐藤 史生×ボーモン夫人「 美女と野獣」 、岩下 朋世「解

説」  

 

Yasuko:全８作品の マ ンガはすべて おもし ろく、この一冊に 少女 マンガのおも

しろさがギュ ッとつ まっていると 思いま した。人 物の描き方 、コマ割りや、

構 図 な ど 、 少 女 マ ン ガ の 豊 か な 物 語 作 り の あ り よ う が 個 性 的 な 作 家 た ち の

絵で表現され ていま す。  

Yuri： そ れ は 意 図 し て 編 集 し た の で う れ し い で す 。 実 力 の あ る マ ン ガ 家 たち

の 作 品 を 一 気 に 読 む こ と の で き る 贅 沢 さ を 味 わ っ て も ら え れ ば と 思 い ま す 。 

Yasuko:それからお も しろいのは、文学 作品 への多様なア プロー チの仕方です 。

「 白 い 鳥 に な っ た 少 女 」 は 、 鳥 が 男 の 子 に 自 ら の 物 語 を 語 る と い う 入 子 型

構造になって おり、「 サンドリヨン 」は原作 に忠実にたっ ぷりと 物語を語り

ま す 。 い じ わ る な お 姉 さ ん が ハ ト に 目 を く り ぬ か れ る と こ ろ ま で し っ か り

描かれていま す。この 作品は、シルエ ット画 を使うなど、グ リムの 作品世界

を視覚的に巧 みに描 いています。  

Yuri： 原 作 を い か に 解 釈 し た か が マ ン ガ で 表 現 さ れ て い て 興 味 深 い と 思 いま

す。『ガラスの 仮面』の「たけくらべ」の エピソードは、主人 公マヤが演劇

と し て 美 登 利 を 演 じ る 場 面 を 選 ん で い ま す が 、 こ の 作 品 で は ラ イ バ ル の 亜

弓 が 同 じ 役 を 演 じ る 場 面 も あ り 、 全 く 別 の 美 登 利 を み る こ と が で き ま す 。

作者はマンガ がいか に文学作品を 解釈し 得るかを実践 的に示 しています。  

Yasuko:「お妃と眠り 姫」の「眠り姫」の後 日譚も、「ラプ ンツェ ル・ラプ ンツ

ェル」の「ラプ ンツェ ル」を題材にし ながら も現代の母娘 の確執 を象徴する



ような作品も 、どれ も斬新な切り 口に驚 かされました 。  

ところで、この作 品の タイトルは「世界 文学 」となっています が、この本

を 見 る と 、 グ リ ム や ペ ロ ー な ど 昔 話 も あ り 、 タ イ ト ル で イ メ ー ジ し て い た

「世界」とは やや違 いました。  

Yuri：実は、世界の文 学をマンガ化 した作 品はたくさん あり、共 編者の山田さ

ん も た く さ ん 集 め て い ら っ し ゃ い ま す 。 今 回 は 、 そ の 一 部 分 を 編 ん だ 形 に

なっています 。  

Yasuko:なるほど 。そ して「耽美 とヒロイ ン」という タイトル のイメージと 実

際の読後感も やや異 なりました。私の 中で 耽美（美にひたる）は 、やや退廃

的 な イ メ ー ジ と つ な が り ま す が 、 こ の ア ン ソ ロ ジ ー の 作 品 は 確 か に 美 が 描

か れ 、 ヒ ロ イ ン が 描 か れ て い ま す が 、 と て も 健 康 的 な 美 と で も 言 え る よ う

に思います。  

Yuri： そ う で す ね 。 見 開 き い っ ぱ い の ド レ ス や 十 二 単 衣 の 姿 は 見 よ う に よっ

ては、耽美の シーン ととれるかも しれま せん。  

Yasuko:こんなふう に 申し上げたの は、ぜ ひ、文学作 品の入門 書としても 、マ

ン ガ の 入 口 と し て も 小 中 学 校 の 学 校 図 書 館 に 収 集 し て 欲 し い で す が 、 も し

かしたら「耽美 」とい うタイトルで 勘違い されたら残念 だと思 うからです。  

Yuri：ありがとう ござ います。ぜひ、目次 を 見たり、実際に読 んで みたりして

学校図書館な どで選 んでもらえた らうれ しいです。  

Yasuko:そして 、「世界 文学」シリー ズになる ように、続々 とシリー ズが刊行さ

れればいいで すね。 心から楽しみ にして います。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 86 回「車」  

 機嫌よく生 きるこ と  

 

ハ ー シ ュ は 、 午 前 中 は 一 つ も 仕 事 が な く て 、 頭 に 籠 を の せ て 町 角 に ず っ と 立

っ て い た の に 、 籠 を お ろ し て 弁 当 を 食 べ は じ め た ら 、 赤 ひ げ の 男 が 急 に や っ

てきます。――「お い 、大急ぎだ。兵営の 普 請に足りなく なった からテレピン

油を工場から 買って 来て呉れ。そ ら、あす こにある車を ひいて ね、四缶だけ 、

この名刺を持 って行 くんだ。」男は工 場へ の道順を教え 、ハーシ ュは車を引い

て出かけます が、こ の仕事は、な かなか たいへんだっ たので す。  

 

青 い 松 林 の そ ば ま で 来 る と 、 水 色 の 水 兵 服 を 着 た 子 ど も が ハ ー シ ュ の 車 を 見

ています。あ んまり見 ているから、ハーシュ が笑うと、に わかに子 どもが叫び

ます。――「僕、車へ のせてってお 呉れ。」「 この車、がたがたし ま すよ。よご

ざんすか。坊ちゃ ん。」ハーシュは、子ど もをのせてや ります が、道がだんだ

ん せ ま く な り ま す 。 あ ん ま り 車 が が た が た す る の で 調 べ る と 、 車 輪 の く さ び

か 1 本抜けていまし た。  

 

ハーシュは、縄をさが して車輪をし ばろう としますが、縄を見つ けて、ひろお

うとすると 、高い女の 声がします 。――「 何 する、持っ て行くな 、ひとのもの 。」

怒 る の は も っ と も だ と 思 っ た の で 、 抜 け た く さ び を さ が し て 、 お お ば こ の 中

に落ちている のを見 つけました。  

 

ハーシュは、子どもを のせたまま、その先の 浅い小川もわ たりま す。工場が見

えてきました 。―― 「兵営からテ レピン 油を取りに来 ました 。」  

 

ハーシュがの せてき たのは、工場 の技師長 の子どもでし た。技師 長が「おい、



どこへ行った んだ。」 というと、子 どもが こたえます。  

 

〈「どうも 車が遅く て ね。」  

「それはいか んな。」技師長がわら いまし た。ハーシュも わら いました。ほ

ん と う に 面 白 か っ た 、 こ ん な に 遊 び な が ら 仕 事 に な る ん な ら 、 今 日 午 前 中

仕 事 が な く て い や な 気 が し た の の う め 合 わ せ に は た く さ ん だ と ハ ー シ ュ は

思いました 。〉  

 

これが、しめくく りで す。ハーシュは、仕 事 があれば、それが 多少 困難でも楽

し く 体 を 動 か せ る よ う で す 。 機 嫌 の よ い 明 る さ に 満 ち た 作 品 で 、 三 神 け い 子

が ハ ー シ ュ を 「 賢 治 童 話 の 主 人 公 の 中 で 、 今 ま で い つ で も 私 に と っ て 忘 れ 得

ぬ人」としている の も、うなずけます。三 神は、「それ は賢治の けわしくて不

安 定 な 一 生 の う ち に 、 す が す が し い ま で の 明 る さ と や す ら ぎ を 垣 間 見 た よ う

な気がしたた めであ る。」 (「作品研究  「車」―その 明るさ について―」  

1972 年 )というのです 。  (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢 賢治コレ クション５  なめと こ山の熊』に

よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４０  

***************************************************************** 

 

あしたのあた しは  

あたらしいあ たし  

あたしらしい あたし  

 

（「あした 」『あした のあたしはあ たらし いあたし』 石津ちひ ろ /詩  大橋歩

/絵  理論社  2002 年 10 月  p.6-7）  

 

10 月 8 日（土）に石 津ちひろさん をお招 きして講演会 を行い ました（講演 会

「ことばの楽 しみ、絵 本の楽しみ」場所：大 阪府立中央図 書館  主催：学校司

書研究会「気にな る本 を読む会」・当財団 ）。講演会は、みんな でこ の詩を声に

出して読むと ころか ら始まりまし た。  

 

「 あ 」 の 音 が 響 く こ の 詩 を 声 に 出 す だ け で 、 私 を 含 め て み ん な の 顔 が ゆ る ん

でいきます。講演会で 、石津さんは 自作をた くさん読んで くださ り、作品に対

す る 石 津 さ ん の 愛 が 伝 わ り ま し た 。 ま た 、 参 加 者 が 石 津 さ ん の 作 品 を 読 む 時

間 も あ り 、 声 を 聞 く こ と に よ っ て 、 詩 の 多 様 な 解 釈 の 可 能 性 を 考 え る こ と が

で き ま し た 。 そ し て 、 声 を 出 し て 日 本 語 の 響 き を 楽 し む こ と が こ ん な に 楽 し

いことだった んだと 改めて感じさ せてく れる時間でし た。  

 

引用した「 あした」は ２連からなり 、第二連 は、引用し た第一連の「あした」

が「あたし 」に 、「 あ たし」が「あした 」に 入れ替わりま す。こ の詩には、「し

た」を「たし」に入れ 替えることで、違う 意味になる驚 きがあ ります。「あし

た」は未来 への希望に つながり、「あた し」「 あたしらしい 」という 言葉が、自

己肯定につな がりま す。  

 

こ の 本 が 出 版 さ れ た 時 、 詩 の 雰 囲 気 と 装 丁 の 美 し さ が 合 致 し た 美 し い 本 と し

て 強 く 心 に 残 っ て い ま し た 。 詩 は ほ と ん ど ひ ら が な だ け で 作 ら れ 、 そ の こ と

によって、音や文 字 の形が強く意 識され ます。「あし た」「そ らのコップ 」「公



園で」「 ことばあそ び 」の４章から なり、時間、空想 、場所、言 葉という物語

を 楽 し み 、 生 き て い く う え で 大 切 な 概 念 が 表 現 さ れ て お り 、 そ こ に は い つ も

「あたし」がいます 。そして、す べての詩に「ことばあ そび」の 要 素があって

自由で解放的 な気分 にしてくれま す。  

 

講 演 会 を き っ か け に 詩 集 を 改 め て 読 み な お し 、 今 の 子 ど も た ち に ぜ ひ 、 楽 し

んでもらいた いと思 いました。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

あべのハルカ ス美術 館で 11 月 20 日まで開催されてい る「楳 図かずお大美 術

展」に行って きました 。この展覧会 では、漫 画家で芸術家 でもあ る楳図かずお

の新作の連作 絵画 101 点と、３組の現代 アーティスト による インスタレー シ

ョン作品が展 示され ています。  

 

最初に『漂流 教室』の さまざまなコ マが並 べられていて 、一気に 楳図ワールド

へ 入 り 込 み ま す 。 コ マ の 絵 の 上 に 赤 い 四 角 が か ぶ せ ら れ て い て 、 そ こ に は 、

「学校がない ！！」「 宇宙の歪み 」などの文 字が白抜きで 見えて どきどきしま

す。  

 

そこを通りに 抜ける と、『 わたしは真 悟』の扉絵のスラ イドシ ョーが展示さ れ

ています。５ つの長方 形の窓に、さ まざまな 扉絵が、スラ イドとし て映し出さ

れ 、 窓 の 中 の 異 世 界 に 入 り 込 む 感 覚 に な り ま す 。 そ の 奥 に は 、 ア ー ト ユ ニ ッ

ト、エキソニモに よる『わたしは真悟』を テ ーマにした立 体作品。コードが積

み 上 げ ら れ た と こ ろ に 設 置 さ れ た デ ジ タ ル の 画 面 で 『 わ た し は 真 悟 』 の 場 面

が映し出され 、背景 には天王寺の ビルの 景色が見えま す。  

 

そして、こ の展覧会の 目玉である『ＺＯＫ Ｕ－ＳＨＩＮ ＧＯ  ち いさなロボッ

ト  シンゴ美術館 』で す。1980 年代に描か れた『わた しは真悟 』の続編で、27

年ぶりの新作 とのこ と。 101 枚の絵には、１枚ずつに文 がつい ていて、 101 枚

で 一 つ の 物 語 に な っ て い ま す 。 と に か く 、 想 像 も つ か な い よ う な 色 使 い に 脳

み そ を 攪 拌 さ れ た よ う な 気 に な り ま す 。 街 頭 紙 芝 居 の 色 を 思 い 出 し ま し た 。

一枚ずつ、見れば見る ほど発見があ り、骸骨 のような、ムンクの「 叫び」のよ

う な 頭 の ２ 人 の 子 ど も の ロ ボ ッ ト も 見 て い る う ち に 愛 着 が わ い て き ま す 。 ス

トーリーも怖 くて不 思議です 。その奥の 暗 い部屋には 、101 点の素描が展示さ

れており、照 明や部屋 の中の立体作 品（冨安 由真  Shadowings）などからモノ

クロならでは の怖い 雰囲気を味わ いまし た。  

 

最後は『 14 歳』の紹介と、『 14 歳』をテー マにした鴻池 朋子に よるドローイ ン

グと映像とオ ブジェ があり、「子ども とは 何か」とい う問いをも らった気持ち

になりました。私 は『洗礼』というホラー マンガが大好 きでし たが、『わた し

は 真 悟 』 は 未 読 で し た 。 こ れ を き っ か け に ぜ ひ 読 み た い と 思 い ま し た 。（ Ｋ ） 

 

あべのハルカ ス美術 館  https://www.aham.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  英語圏児童文学 会  第 52 回研究大会  

会  期： 11 月 12 日（土）～ 13 日（日）  



会  場：奈良女子大 学 （対面開催）   参 加費：有料   ※要 申し込み  

内  容：２つのシン ポ ジウムと８本 の研究 発表  

・ 11 月 12 日（土） 14:20～ 16:40 

＜シンポジウ ムⅠ＞  雑誌 Boy's Own Paper とコナン・ドイ ル  

登壇者：中尾 真理（ ゲスト講師・ 奈良大 学名誉教授 ）、ほか ３ 名  

・ 11 月 13 日（日） 14:20～ 16:40 

＜シンポジウ ムⅡ＞  児童文学と 自然環 境  

登壇者：大竹 英洋（ ゲスト講師・ 写真家 ）、ほか４名  

主  催：英語圏児童 文 学会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『マ ン ガ化！世界文 学  

耽美とヒロイ ン』をプ レゼントしま す。ご希 望の方は、メール で件 名「メルマ

ガ  NO.146 プレゼント 希望」とし、 (1)お名 前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番

号  (4)メールアドレ ス、よろしけ れば  (5)このメルマガのご 感 想をお書きの

うえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さ い。  

締切は 11 月 10 日（木）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

世の中全体が 動きは じめた感じの するこ のごろ。通勤 電車は 以前のように 混

み出しました 。が、 休日の車内の 家族連 れの笑顔や、 若いカ ップルの姿を 目

にすると、ほ っとし ます。コロナ とつき あいながら、 楽しみ を見つけて毎 日

を過ごしたい と思い ます。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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